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ランダムに分布 している場合で,このときには低温で ferroでもantiferroでもない新 し
い秩序状態 ;spin配向の分布はランダムであるが,para状態とは異なり各 spinが熱的




互作用 (RKKY)が働いている場合には HspinglassM と呼ばれる状態が出現する10)～ 10)
ここでは random lsingspin糸 (quenchedbondmixtures)に対 して有効場近似 (ある
いは有効ハミ′レトニアンの方法 )ll)を適用し,para状態からROp-の転移温度 Tcを







































図 1-aのような分割を行 うと, 図1. cluster-の分割 (Z-4の場合 )
PVa= PVij




･･x/i ≡ - XiZ
(6)
βFl - (Z-1)∑ log 2chXi1
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におけるspinの平均値<｡i二㌔ であり,左辺は分子場Xiが働いているSpinの平 均 値
<｡i>1に等 しいo すなわち,(10)式は







くoi,1 -号(zai2i<oi>α (<Oi>1 - thxi)
(13)











くoi>α- ;･両 log〔1+∑(- )+呈(｣ )α α
･i(3 ,月(I ,･ 団 , (16,
と書けるo ここで :は thXi",ir は thKijを,また,蓋(-･.･)は clusteraに含
重れる ( )中の形のグラフn 個の和を意味する｡たとえば,
～ ∫
｣)-｣k+Zlチ+ irk+ iL j1J







に働 く分子場の絶対値はすべて等 しいと仮定する ;
xi-Pix (Bi- ±1,X ≧0)
X はROPの Orderparameterである｡
(10),(16)式からT｡を決定する式を求めると,






































列は,各 siteの Spinを最も安定化させるように決まる｡ こ
の効果を考慮するために,我々は次の二つの方法を採用L,た ;(i)最も高いTcを与え
る spin配列をとる, (i) localにェネ/レギーをminimizeする.
以下.2次元正方格子 (u-Z-4)でJA--JB…J(>0)の場合に限って話を進
める｡










1+th2㌔ co (Kc- 読 )
を得るoここでCe,Coはe,0-loopの出現確率
C｡ - ci十 6CA2cB2十CB2
C0 - 4CA3cB + 4CACB3 - llcc




















pl- Ci2+cL2+4(Cioc孟+cicLo)+16(Cic孟+cic昌)十 ･･････, (24)
etc











ci2.cg2cilcB.CA(毛 LJIACB2.C呈cLocic孟+C呈C昌 clc昌+cic昌 cic昌+C呈C昌 C且C昌
p 1 1 0 4 16 23 48 72
p2 0 2 4 10 32 52 56
p3 0 1 4 13 32 50 56
p4 0 0 6 16 24 48 68
p 5 0 0 4 16 32 48 ･56
である｡ 次に,各loop配列に関してエネルギーを最低に (W-bond :-うト の本数を最
少に)して,その中に図5や図6のようなclusterがいくつ含まれているかを調べ,各
々の出現確率 Pl～ P4,Ql～Q8をpl～p6を用いて表わす ;
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p.- pl･4p2月 p4- Pl'
4P2- 4p3+4p5 - P2'
4P,- i p4 - P3'








Ql - Pl･ 2p2 月 p4- Ql
/
4Q2 - 2p2 - Q;
4Q｡ - 4p3+2p5 - Q;
8Q｡ - 2p5 … Q三
2
4Q5 - すp｡… Q三
1






















































k㌔(CA-1)//∫ kTc(CA-0.5)/J ㌔ (0.5)/ノ/Tc(1)
(トb) 1.3854 1.1250 0.8121
(i-a) 1.4427 0.8756 0.6069
(iトb) 1.3854 0.8388 0.6055
と同等な式を用いた｡ ここでR,W はそれぞれ r-bond,W-bondの出現確率であり,最
小のloopに関してエネルギーをminimizeするSpin配列から決定された｡ (30)式は,
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